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ニューデジタルケーブル株式会社

大崎ケーブルテレビ／青葉ケーブルテレビ

放送番組審議委員会 議事録

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、書面での開催とした。

令和 4年 10月に審議対象番組の DVDを郵送し、書面にて回答を頂いた。

■放送番組審議委員

氏家 仁 会 長 (吉野作造記念館館長)
加藤 雄一 副会長 (アドプランニング代表)
荒井 純 委 員 (宮城県立古川支援学校 PTA会長)
新藤 孝廣 委 員 (宮城県川柳連盟理事)
長野 香織 委 員 (GiGi 代表)

■審議対象番組 「おおさき職人帳」(17分）

大崎市岩出山地区で、特産の「凍り豆腐」作りに取り組む生産者を取材し

た。 ※令和 3年 12月 29日～4年 1月 3日放送(年末年始特別番組)

■番組をご覧いただいたご感想・ご意見をお聞かせください。

〈氏家会長〉

地域の中に根ざして生き続けている様々な手仕事があります。

凍り豆腐づくりもその一つで、地域が誇る品物となっています。

職人魂、職人気質、心が伝わる番組に仕上がっています。

何時でもそして何時までも食べたい、伝えたい、そう思わせる番組として

秀逸です。心温まる、ほっこりとする番組でした。

〈加藤副会長〉

オーソドックスな構成ですが、時代考証も分かりやすく

製造工程も理解し易かった。生産者の大変さも伝わる内容だった。

使用している文字テロップのフォントは、番組に合っていて良かったが

一部分背景と同化ぎみで見難いところがあった。

〈荒井委員〉

大崎の職人のプライドを感じることが出来る番組だった。



また、地元、岩出山の凍り豆腐づくりを知る機会や学びにもなった。

〈新藤委員〉

凍り豆腐の歴史や、岩出山独自の製法が分かって良かった。

職人としての強いこだわりと思い入れ、そしてご夫婦の仕事ぶりから

ほのぼのとした雰囲気が伝わってきた。

製造の苦労と物づくりの努力が良く分かるともに、製品を購入し食べる時に

より身近なものとなった。

〈長野委員〉

番組は、ゆったりとしたナレーションで、ＢＧＭが無いため

現場の音が聞こえて、とても良いと思った。

字幕テロップが少し小さいことと、少し早いと思うところがあった。

凍り豆腐の調理例もあると、より良くなると思った。

■コミュニティチャンネルの番組で取り上げてほしいテーマがありましたら

お聞かせください。

〈氏家会長〉

地域と住民の姿や交流、地域への住民の参加により地域が様々な面で

豊かで、住み続けたい、そして発信したい、伝えたいと住民自身が

思える番組。

よりよい生活ができる地域社会になっていくために

住民の様々な声を集めて伝えてほしい。

〈加藤副会長〉

地域の経営者を紹介でつないでいくような番組をシリーズで

制作したらどうか。

〈荒井委員〉

存続が危ぶまれる陸羽東線の再生についての特集や応援番組。

〈新藤委員〉

めずらしい特技の持ち主や、スポーツ以外のユニークな大会で優勝した人

などを紹介する番組。

〈長野委員〉

地元の若い人達の活動や取り組み。

イベントを立ち上げている人たちの紹介。



■その他、ご意見・ご感想がありましたらお聞かせください。

〈氏家会長〉

今後とも地域の中核のケーブルテレビとしての活躍を願っています。

住民が見たいと思う番組を制作し、なくてはならない放送となるように

期待しています。

〈加藤副会長〉

プライバシー等に敏感な社会情勢ですが、地域の学校行事などを

取り上げてもらえると良いと思う。

〈荒井委員〉

地元のケーブルテレビの良いところは、地元を知る事が

できるからです。新たな情報を期待しています。

〈新藤委員〉〈長野委員〉 特になし

以上


